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プロセス化学とそれを取り巻く科学と技術に携わっておいでの皆さま方に改めて敬

意を表します。平成13年からお務め頂いた塩入孝之先生のご退任を受けて、平成22

年 7 月 17 日から会長を務めさせていただきます。非力ではございますが皆様方のお

力添えを賜りお役目を果たせれば幸いです。 

今回、新たに 4 名の方々に副会長をお務め願い、会則事業ごとのご担当をお願い

し、肌理細やかで深みのある会員サポートの実現を目指します。理事は４名の方に

新たにお入り頂き 25 名定員に増員し、会員諸氏のご要望に広く迅速に応えられる体

制を今までに増して強化いたしました。 

本学会の主たる事業である日本で唯一のプロセス化学を主題とするサマーシンポ

ジウムとウインターシンポジウムには鴻池敏郎副会長にご掌握願い、より少人数でプ

ロセス化学の深みを求めるラウンジ、地区毎のプロセス化学の特徴を生かすフォーラ

ムには左右田茂副会長にお世話を願います。 

来年 2011 年 8 月 10‐12 日（水-金）に国立京都国際会館で開催する第二回国際プ

ロセス化学シンポジウム ISPC2011 は、佐治木弘尚副会長を組織委員長として、田辺

陽副会長にご援助を願い、第一回 ISPC08 に続いて国際的なプロセス化学の振興を

はかります。 

若手とベテランとを問わずプロセスケミストの激励と育成は当会ならではの事業で

すので、JSPC 優秀賞の受賞を目指して多くのプロセス化学の現場からの熱いご発表

を頂けるよう期待するところです。 

プロセス化学会の動きを迅速に皆様に伝えるべく、ホームページを主体とした広報

体制の強化には、佐治木弘尚副会長の手腕によるところ大です。 



日本プロセス化学会の強みは、何に変えても化学が好きという、プロセス化学の現

場に身を置く才気溢れた多くの会員を擁していることです。諸先輩のご尽力のもとに

活発な活動をこれまでも展開してまいりましたのはご承知の通りです。これからもプロ

セス化学徒の皆様と力を合わせて、既存の化学系学会とは一味も二味も異なった、

創意と工夫に溢れた取り組みを展開いたします。ご支援ご鞭撻のほど伏してお願い

申し上げる次第です。 
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